
令和５年（２０２３年）１０月
地球規模課題総括課

 各国がSDGsの進捗状況に関する自主的報告を行う国家主導の定期的レビュー。SDGs実施におけ
る様々な経験を共有し、進捗を確認し推進する場としてプロセスの中心に位置づけられており、持続
可能な開発のためのハイレベル政治フォーラム（HLPF）で発表。

 日本は２０１７年に第１回発表（岸田外務大臣（当時）：対面）、２０２１年に第２回発表（茂木外務大臣（当
時）：ビデオメッセージ）を実施。２０２５年に第３回発表（対面【Ｐ】）を行う予定。

（参考）SDGs実施指針 (令和５（２０２３）年１２月改定)
2025年を目途に自発的国家レビュー（VNR）を実施する。その際、我が国が推進するSDGsのあり方について国際

的に発信し、国際社会全体の持続可能性の確保に向けた取組を主導する。また、我が国のSDGsの進捗状況について
レビューしつつ、特に各目標に共通する横串の諸課題について、SDGsは全体として一体で不可分という観点から、必
要に応じて、分野別のレビューを行う。
その際、科学的エビデンスに基づくSDGsの進捗管理及び達成に向けた取組を進めていくこと、かかる取組を国際社

会全体のSDGs達成に向けた取組に有機的に統合すること及び国際社会において主導権を発揮していくことを十分
に踏まえる。以上の取組を通じて、2030年以降も見据えた国際的な議論も主導していく。
また、地方自治体との連携を強化し、自発的ローカルレビュー（VLR)の積極的な実施を後押しする。

※ 2017年岸田外務大臣（当時）の国連ハイレベル政治フォーラム（HLPF）出席の際の主な対応
①HLPF自発的国家レビュー（VNR）セッションにおけるプレゼンテーション
②岸田外務大臣による日本政府・関係国政府・UNDP共催サイドイベント
③岸田外務大臣による日本政府主催レセプション
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自発的国家レビュー（ＶＮＲ） 構成案

2025年版ＶＮＲの構成（案）

１．要約
２．イントロダクション
３．報告書の準備
４．政策措置及び可能にする環境
（１）組織メカニズム
（２）国家枠組みへのSDGsの組入れ
（３）２０３０アジェンダの原則の主流化
（４）SDGｓのオーナーシップ醸成
（５）SDGｓに関連する優先課題の概況
及び好事例
５．次のステップ

（参考）2021年版ＶＮＲの構成

１.  巻頭メッセージ（総理メッセージを想定）
2.  報告書の要約
3.  報告書作成方法
４． SDGs達成に向けた我が国のビジョンと取組の評価

(1) ビジョン
(2) SDGｓ推進体制・国内普及の動き
(3) ５つの重点事項と主な取組

５． 各ステークホルダーの取組
６． 各目標の達成状況
７． 今後の方向性
＜コラム＞
＜別添＞SDGグローバル指標等

１．巻頭メッセージ（総理から）
２．要約
３．報告書作成方法
４．ＳＤＧｓ達成に向けたビジョン
５．国内のＳＤＧｓ推進体制・主な取組
（１）ＳＤＧｓ推進に向けた国内体制
（２）国内普及の動き
（３）８つの優先課題と主な取組
６．各目標の達成状況
（１）政府による進捗評価
（２）円卓会議民間構成員による進捗評価
７．今後の進め方
＜別添＞SDGグローバル指標

（参考）2017年版ＶＮＲの構成
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地球規模課題総括課
令和６（２０２4）年８月

時期 国連等 政府 有識者・円卓会議

２５年1月 VNR骨子完成

２月 各省協議

３月～４月 パブリックコメント実施

５月 SDGs推進本部 VNR決定

６月 VNRレポートの提出

７月中旬 HLPFにおけるVNRの発表

円卓会議との
緊密な意思疎通

自発的国家レビュー（VNR） スケジュール
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2025年のHLPFにおける重点フォローアップ目標

 国連持続可能な開発のためのハイレベル政治フォーラム（HLPF）では、毎年５つ
の重点フォローアップ目標を定め、フォローアップを実施している。

 ２０２５年の重点フォローアップ目標は、以下の５つの目標となっている。
 目標３（すべての人に健康と福祉を）
 目標５（ジェンダー平等を実現しよう）
 目標８（働きがいも経済成長も）
 目標１４（海の豊かさを守ろう）
 目標１７（パートナーシップで目標を達成しよう）



分野 氏 名 所属・役職

ビジネス 西澤 敬二

木村 麻子

日本経済団体連合会 審議員会副議長／企業行動・SDGs委員長
損害保険ジャパン株式会社 顧問
令和６年度日本商工会議所青年部直前会長
株式会社PR 代表取締役

ファイナンス 髙梨 雅之 株式会社三井住友フィナンシャルグループ 執行役員 グループチーフサステナビリ
ティオフィサー（ＣＳｕＯ）
株式会社三井住友銀行 執行役員 社会的価値創造本部長

市民社会・ジェンダー 稲場 雅紀
大西 連
三輪 敦子

グローバルヘルス市民社会ネットワーク 代表
自立生活サポートセンター・もやい 理事長
一般社団法人アジア・太平洋人権情報センター 所長
一般社団法人SDGs市民社会ネットワーク 共同代表理事

消費者 河野 康子 一般財団法人日本消費者協会 理事
NPO法人消費者スマイル基金 理事長

公共的な活動を担う
民間主体

比嘉 政浩 日本協同組合連携機構 代表理事専務

労働組合 則松 佳子 日本労働組合総連合会 副事務局長

ユース 本行 紅美子
千葉 宗一郎

Japan Youth Platform for Sustainability(JYPS)共同事務局長
Y7/Y20会長
サウザンドリーフ合同会社 会長

教育機関・研究機関
（含：環境・気候）

蟹江 憲史
春日 文子

上野 貴弘

慶應義塾大学大学院 教授
国立大学法人長崎大学大学院 熱帯医学・グローバルヘルス研究科／プラネタリー
ヘルス学環 教授
一般財団法人電力中央研究所 社会経済研究所 研究推進マネージャー（サステナ
ビリティ） 上席研究員

地方自治体 勢一 智子
遠藤 良則

西南学院大学 教授
株式会社滋賀銀行 常務取締役

広報 飯塚 恵子 株式会社読売新聞東京本社 編集委員

参考：SDGｓ推進円卓会議 民間構成員
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